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     肥満は、治療するよりも予防する方が望ましく、簡単でもあります。特に、猫の減量プログラムを実施する際の課題を
考慮する場合に当てはまります。

     猫の肥満は、寿命が短くなるリスクだけでなく、変形性関節症、糖尿病、下部尿路疾患、肝臓疾患、跛行、皮膚疾患な
ど、一部の疾患のリスクの増加とも関連しています。

     最近の研究でも、高いボディコンディションスコアが、猫の高血圧、喘息、下痢、眼疾患、アレルギー疾患などと関
連することが報告されています。

     自宅で猫の体型を定期的にチェックすることは、簡便で容易な方法です。上から見て胴のくびれがあるか、横から見
て腹のたるみがないかをチェックし、肋骨が触れるかどうかを確認します。 

     猫の体型の変化が認められた場合は、必要に応じて給餌量を調節します。
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仔猫と成猫：や
せ型の体型を維
持する重要性

太り過ぎや肥満の猫には、一部の慢性疾患や寿命短
縮のリスクがあります。成猫の若年期から体型を定期
的にチェックし、必要に応じて給餌量を調節して肥満
を予防することで、猫が健康で長生きするための手助
けができます。

成猫、仔猫

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。

ライフステージ別の栄養


